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東大寺大仏殿銘軒平瓦・軒丸瓦片 2点

Roof tiles for eaves of Toda詰iTemple 

江戸

史料館No.①20，②54・6

米大寺は議良市雑司目Jにある華版宗総本山。聖武天皇の金

銅!i11合力II仏造立の発願により処立された寺院。天平日書宝4年
(752）大仏開眼供養が行なわれた。大仏殿は治承4年（1180）王子

1li:衡の兵火で炎上、重i原の勧進で悠久6年（1195）禅建。永禄10
年（1567）三好・松永の兵火で訴ぴ焼亡、公皮，の勧進で宝永6年

(1709）規模を縮めて再建された。①は軒平瓦左半の破片で瓦当

丸瓦彼片で、瓦当内区刻、文帯IAJIこ①と同じ文字－を配する。ともに

江戸時代の再建瓦である。①仁「曽我徳丸」の製書があり、 曽我

から明倫中学校付属博物館ぞ縫て学宵践に移管されたと推定さ

れる。

186 

唐招提律寺銘軒平瓦片

Roof tile for eaves of Toshodaiji Temple 

江戸

史料飽No.7

（附Ill)

1点

唐lr:HT::守は奈良市・五条町にある律宗総本山。鑑真利上が天

平宝字3年（759）寺院を建立、唐fH提寺と名付けた。平安時代

の5文字を配した江戸時代の粁王子瓦である。 （岡凶）

187 

長崎税関銘軒桟瓦 H:主

Roof tile for eaves of Nagasaki Custom House 

問治

史料館No.89

歴史155I朋治六年菊御紋付長崎税関屋侭瓦｜昭和10年（1935)11月15日
｜長崎税務署／寄贈

長崎税関は長崎市にあり、長崎巡上所の後身で、関税・噸税

徴収、輸出入貨物・船舶等の取締り、保税倉庫の管理等を行なう

機関。資料はほぼ完全な粁桟}Lで、丸瓦の軒先に十六弁－術花紋、

τJ!瓦の軒先に「長崎税関Jの4文字が陽刻されている。 c r羽田）

100 訂1111ハ一見ユ如;IJズ

① 

⑦ 
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工部大学校所用ジエラーjレ洋瓦

I～cnch-style roof tile of the Imperial College of Engineering, 
made by Gerard 

問治

史料館No.76IラベルトJo.129

H主

歴史129I 18工部大祭瓦二校｜昭和7年（1932)11月2日 l若王子文健／
寄贈

より爵若王子文世I!から受贈した資料で、「AGERARD YOKO-

HAMA.J銘文乾拓t「袋災記念品 llJ工音I＼大学屋根瓦」と墨書

の和紙が添付される。工部大学校は明治時代初期に工剖11"1が
設置した工業技術の高等教育機関で、東京市麹町ix：.－：年町（現

千代田区織す関）の虎ノ門仁フランス人建築家ボアングィル設計

の大学校本館・左翼館により明治11年（1878）開校した。同18年

工部省廃止によって文部省消舶、帝国大学（現：＊京大字）の工

科大学となり、｜司校の同21年本郷へ移転によって学胃院の校舎

となった。3.午ー後に学：溜院が四谷に移転すると宮内省の諸機関が

置かれたが、大正12年（1923）の関東大震災で被災し、取り駿さ

れた。資料は、工部大学校本命.，の屋．線に茸かれたフランス式i下

瓦で、右端に隣接瓦に電なる丸瓦状の！隆起のある煽平な瓦。下

而に「AGERARD YOKOHAMA.Jの文字が上下二段に陰刻さ

れた銘文があり、ジエラール瓦t呼ばれる。ジエラールは、 明治
l時代初期に横浜でi羊瓦製造を行なったアノレフレッド・ジエラーノレ

(1837～1915）の名で、彼の工場でつくられた洋瓦である。

（阿国）

189 

工部大学校所用植松銘洋瓦

French style roof Lile of the Imperial College of Engineering, 
made by Naomasa UEMArSU, imitating Gerard’s tile 

明治

史料館No.22・31ラベルNo.129

H主

歴史129I旧工都大祭瓦二枚 ｜昭和7年（1932)11月2臼 ｜若王子文健／
寄贈

］：部大学校i好用ジエラーノレffJ:11:模してつくられたH本人作の

洋瓦で、収蔵l時4こは縦に二分されていたが現在では扱合されてい

る。工部大学校所用ジエラーノレi羊瓦とほぼ1百lじ大きさだが若干重
い。袋而に「植松直j［製」の：文字が陰刻される。明らかにジエラー

ノレ瓦の模倣品であり、屋線修理の｜祭に導入されたものか。（岡田）

表 裏

ヨ賢 裏

n II本を知る 10 I 
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古鏡模型標本

Set of 10 model tninors inducting old Chinese, Korean and 
Japanese slyles 

大正

史料館No.91

1組

歴史44I古銭慎型10個 ｜大正13年（1924)9月3日｜ 島津製作所／脇入
(35円）

10点、一式で、第l～4号は中国鏡、第5サ（;l:j¥':jffil鋭、第6～ID

号は和鏡のi!.i•鏡検造品。 2J.'i.は欠失。金属製彩色仕上げで、烏

津製作所のカタロクT地理及挺史用標本日銀』（1930年発行）に
も掲載される。専用の二段の木箱に入れられ、本箱上叢にはラ

ベノレが貼られていたが、紙が劣化し！設損している。似し、残った

部分に「鋭」の最終両らしい残両があり、 「古鋭模型JI:脅かれ

ていたかH佐i則される。 木箱内で模丞~各点が収められた筒j貯にも

ラベルが貼られている。①第1号には「事11人総虎鏡Ji.具式l時代前

期Jのラベルがあり、カタログには「遵到ナノレ模犠ノ、所調i英貌式
ヲ発抑セリJとある。②第2号は「四神削船；鏡／J業式時代後期J
のラベノレがあるが、現品｛ま失われてL、る。カタログには「流暢ナ

ノレ手法ノ、六朝式ノ4守色ヲ示セリJとある。①第3号は「八花双驚
鏡／唐式時代Jのラベルがあるが、現品は失われている。カタロ
グには「斯学研究上腿l床ア冶－セノレ巧妙ナル模様ハ燦糊トシテ唐

102 百聞ハ F 見エ帥ltJズ

l時代文化ノ~＇徴ヲ見ノレベシ」 とある。＠第4号は 「八花湖州鋭／

米朝時代」のラベルで、現品裳而左寄りに「湖州真石家／念ニ

奴間予」の銘がある。カタログには「製産品旺感タリシl時代ノ作

品Jtある。⑤第5サは「朝鮮鋭／高麗時代」のラベルがあり、カ
タログ仁は「｜日時代ノ作品中優等ナルモノJtある。＠第6号は「蓬
莱茅花蝶鳥鋭／和式時代目草原期」のラベルがあり、カタログに

は「i温雅．ニシテ優美ナノレ時代精神ヲ窺フベシjとある。⑦第7号

は「菊花媒烏鋭／和式時代鎌倉期」のラベルがあり、カタロクφに

は「鏡背ノ模様i新ク複雑トナリシ事ア見ルベシjとある。＠第8号
は「湾総絞紋双符鏡／和式｜時代足利lUJJのラベルがあり、文線
上告~に双雀、その下に綾織の如く菊花が4つずつ捕かれた五円

を配する。カタログには「従来踏襲セノレ好尚ヲ再IF.レ新生面ア拓キ

テー山・式ノ復興セラレツ、アノレヲ見ノレベシJtある。＠第9告す（j:f迷
柴山柄鏡／和式時代徳川期jのラベルがあり、 10点巾唯一の柄

鋭で、文；械は中央に亀、 上部仁双館、下部に松を配する。カタロ

グでは第ID号の扱いとなっていて「手法凝滞見ノレニ足ラズト雌モ

柄鋭ノ標本トスベシJとある。⑩第10号（;J:「蓬双山鋭／手II式時代
徳川期Jのラベルあり。文織は、中央の亀と左側の双鶴が三者と
も円を合わせ、下部に子鶴3羽、上部4こは松仁開まれて五三の綱

が配される。文様l付右下』こ「天下一jの銘あり。カタロクeでは第9

号の扱いで「手法ノ繁雑ナル当時代ノ特色ヲ徴スベシ」とある。

（鈍江）
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古代土器複製標本 12点

Replicas of Japanese prehistoric pollcries 

昭和

史料館No.①101，②277，③100，③110，⑤109，⑥113，②112，⑧111，⑨
278，⑩69，⑪143，⑫71 

本様本liHH和25ijよ（1950)I気、ドルメン教材研究所が製作・

販売したもので、当時中等科長であった児玉ザ・多によって購入さ

れた。第一集（'.9＇.真上段 ）は「側生式土器標本Jで、弥生時代の
阿方式（前期）慌・努形よ務、新保式 （後期）遊・愛・尚杯:If~土F持、

登首式（後期）登・台付楚:I~土絡で機成される。 史料館には阿方

式発形土器を｜徐く6点が収蔵されている。各型式は明治大学の

杉原荘介が設定した編年に恭いており、襟本の選定や製作には

杉原蒋介が深く関与していたと思われる。探凶調整（ハケメ、ナ

デ）、制幽状工共による直線及び波状文、日｜斜l文等、lボ型は土絡

の観祭結果から:t!!、定される製作方法により復元されている。
第了．集（写真下段）は「後期・晩期縄文式土器標本」で、純文

l時代の捌之内H式（後期）浅鉢形士号語、加持利BI式（後期）注

U土器、加曽キIJBH式（後期）深鉢形土線、安行I式（後則）i裟

鉢形土様、大il1iJBC式（晩期J)llll形・注U土音寺の6点である。きq

zに毎に純文原、体を変えているこtや、 J,fji自純文－の手法・を忠実に

再現している点から、東京大学の山内情男による指導・助iさが

あったと考えられる。標本は一音｜；をl徐き原寸大である。

！ポ型は孫子焼の陶芸家、 i寅凶庄司が:tn.当しており、士.T.ifの実

iJllj図を基準に外形をつくり、土捺片を参考にしながら·~:t凶j調整や

施文を行なっている。完成した原型は：｛＿jtfで・異！！取りされた後、抑

型により複製された。これら複製を担当していたのは陶芸家、烏

附逮三である。粘土は孫子の上で試作したものを川い、標本専用

の芸誌を特別につくる等、実物資料への徹底した模倣の姿勢が窺え

る。なお標本の悪用を防ぐため、焼成前のli(ifilにfDJ印が./111され

た（→コラム8）。

各集には芹i事長介による指導者加の解，ai舎が付されていた。
また第二集以降、Wi輪、縄文II，＼；代中WJ及び1f＇・則・前期、土側、士
郎総、須恵、慌の標本が販売される言lTi!fであったが、実現には重っ

ていなし、。

戦後、学校教育において実資（史）料に来年〈歴史が姿求された

ことを背最に、考古資料模~をはじめ、「 ::)5·古掛岡」「只塚貝類

獣骨類貨物標本J等多様な教材が開発された。また「古代土器

複製4謀本」と ｜百l仏~；JUJには、 kill文士協の；文様が再現出米る「縄文；

式土·？.~施文貝．セット」が東京教習具製作所からl!!i允されている。

こうした専門性の尚い教材は、考占学者が学問と社会の接点；

を教育現場に見Illし、研究成栄を積梅的に還元しようtした結果

である。と同時に、実物資料や実物に酷似した模型標本の製作

は、考古学カリムl知されたことで生じた、遺跡の乱掘とL、う弊害4こ

対する研究者の保設鍛でもあったのである。 （不l封）

H 日本を拘1る 103 
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考古資料標本（土・陶製遺物）

Models of Japanese archaeological relics (clay and ceramic 
relics) 

昭和

史料館No.①99，②90，③8・9

3点

③歴史93I③陶信模型｛約五分一大） ｜③昭和4年（1929)7月12日｜③
上野製作所／綿入（15円）

No.191 「~－代土昔話複製標本J を｜徐〈土・ 陶製造物標本のうち、

史料館に現存するのは3点である。

宮崎県岩戸山土弥生土器（写真②）は明治35年（1902）、 大

野雲外が弥！－！＝.土器の標式資料として腿｜示したひとつで、東九州

の弥生時代中期を代表する土様である。骨量面調整（ハケメ、ナデ）

は表現されす〈また本来13条ある突fi'iは11条しかなく、 j底部穿

干しも再現されていなし、。

茨城県不二内古墳Ill土埴輪女子（写真①）は、明治221f・に

① 

104 百附ハー見ニ如カズ

発見されたもので、発掘当初から腕部と!J阿部以下が欠損してい

る。標本は約112大であるが、 JJ同昔日に比して頭部が小さく、績l隔

がlよい印象を受ける。鳥図書量の飾り紐も板状に省略されている。

これらは明治時代以来、考古学界で知られていた造物の椋本

であるが、製作水準から鑑みて、大量生産（弥生土総）や、古都

H司跡等で、：1－.産物として版光（埴輪女子）されていた可能性がある。

一方で、京都帝凶大卒考古皐激怒の初代教授、演田耕作が主

導し、上野製作所が製作・販売した［考古拶開係資料模型jのひ

とつが、｜品l山県平縞遺跡Ill土陶桁（写真①）である。明治29年
111林開墾中に発見され、 子育室博物館に献納された本資料は、側

面仁「災級なる形像jJを有する陶柑tして当時から注目されてい

た。模型は石膏製で、内面は打放しtなっているが、分割された

形状や突帯の本数をはじめ、棺叢の接合部4こ歪るまで精巧仁再

現されている。昭和4年、「銅鐸J「ピラミッド」及び「トツレメンi!.i'
墳j模型とtもによ型j’製作所から購入したものである。 （卒田）



コラム8
column 

ドルメン教材研究所

「古代土器複製標本Jは戦後、学校教

育において考古学が必要であると考えて

いた稼森栄一祇白崎俊次や当時教材販

売を行なっていた有賀貞章と相談し、土

器模型の製作を発案したことに端を発す

る。綴森栄ーは白崎俊次らに、 旧友で明

治大学考古学研究室の杉原荘介を紹介

し、事業内容を説明するとともに製作協

カを打診する。後稼守一、杉原荘介の監

修、芹j撃長介が実務と解説書を手掛ける

等、明治大学考古学研究室が全面的に

支援したのにはこうした理由があった。

その後、 村岡崇夫（女子美術大学）や

合田好道（陶芸家）も加わり、標本の原

型は村岡景夫の紹介で、演回庄司が担当

することとなった。漬回庄司は原型製作

に際し、明治大学考古学研究室や東京

大学人類学教室、武蔵野郷土館の所蔵

資料を見学、山内清男、甲野勇、八幡ー

column 

島津製作所標本部

本図録は島津製作所から購入した教材

資料を多数掲載している。現在島津製作

所は、精密機器や医療機器等の理化学

系の器材製作会社として著名だ試かつ

て歴史地理系の教材資料を製作・販売し

ていたことはあまり知られていないだろう。

島津製作所は明治8年（1875）、初代

島津源蔵が京都で理化学機械の製造業

を始めたことに端を発する。開業地が京

都舎密局に程近かったこともあり、様々

な実験器具や学校教育局器具を開発し

郎、吉田格、江坂輝粥ら考古学者の助言

を安けている。

原型製作と並行して綴森栄ーが行なっ

たのは、販売等の事務を行なうドルメン

教材研究所の設立である。研究所は日本

教育会館内（千代田区神田一ツ橋）、業

務部は片倉ビル（中央区京橋）に昭和24

年（1949）頃開設し、白崎俊次が企画と

製作、有賀貞章が資金と運営を担当して

いた。パンフレッ卜にはf古代土器複製

品製作販費地方別郷土考古屋事調本義行

遺跡号室f居後援濯物交換アツセン考古事

開係国書出版遺跡見感旅行臨地講習j

と業務内容が明記されている妖実際の

事業は「古代土器複製標本jの製作・販

売のみであった。

標本の製作には漬回圧司のほ永島岡

達三（陶芸家、土探みと型抜きを担当）、

島岡米吉（組紐師、縄文原体の製作と焼

た。同28年、製作所内に「標本部Jが新

たに設けられた。ここはこれまでとは全く

別の分野である動物の剥製や人体骨格等

の教材を製作する部署である。標本部の

設置は、かねてより人体の生理的構造や

動植物の生態について、単に黒板と講義

だけでなく視覚や触覚によって学ばせる

必要性を説いていた、初代源蔵の念願し

たものであった。標本部のカタログをみる

と、「初等教育博物学周標本jや「鉱物岩

石及ビ地質学用標本器具j、「地理及歴

成）らが携わり、銘印（写真、原寸大）は

芹j翠長介の父、芹j撃鎧介がデザインする

等、益子焼の陶芸家や民護運動に関わっ

た人たちの手を経て完成した。なお、「古

代土器複製標本jの副産物として、島岡

達三による縄文施文と三島手を融合させ

た「縄文象候Jの手法や、 j貧困圧司による

磨消縄文を用いたf縄紋茶盆jや「飴糊

縄紋茶怨j等の作品が生まれた。

第一集が2,500円、第二集は3,200円

と非常に高額で‘あったことから販売数も

伸び悩み、 ドルメン教材研究所は昭和

26年（1951）頃には解散となった。「古代

土器複製標本Jはわずか2年ほどの販売

で、あったため、現存するのは管見の限り

史料館を含め2例に過ぎない。しかしな

がら、これら標本は、戦後の考古学者や

益子燥の陶工らの気概を今日に伝える資

料として高く評価されよう。 （平田）

史学用標本j等、多岐にわたって製造・飯

売していることがわかる。

近年、大学等が所蔵する戦前期の教

材資料の調査・研究が進むとともに、 島

津製作所の標本の存在が確認されつつあ

る。学校の分野や教育方針に関わらず、

多くの学生が島津製作所の教材標本を手

に取ったことが想像される。

（橋本佐）
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193 

石鹸製造順序標本 1組

Specimen of 16 materials for soap-boiling including six samples 
in process of boiling 

大正

史料館No.51IラベルNo.1223
地理131I石儲製造標本｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／賂
入（12円）

ll鹸の原材料16種類、製造過程のサンプノレ6工桂分、石鹸9

種類がひとつの箱に収められている。原料の油やグリセリン、香

料等の液体や粉末は、応i事製作所の社準の入ったガラス瓶に入

れられている。各々には番号キしが貼られており、本資料納溢裏に

貼付された帯号順の説明と一致する。さらに、説明書：がlIll~付属

しており、石鹸の種類や製造法に関する詳細が記されている。本

資料は、大正13年（1924）に地理教材として購入されたが、島津

製作所のカタログ 『初等教育博物学標本日録J(1933~・発行）
のうち「一般工業仁関する標本Jの項目の中にも「石曲者製造過程
掠；本Jが合まれており、長〈教材として販売されていたことが窺え
る。 （鎌Ill)

194 

鉛筆製造順序標本

Specimen of materials and samples showing manufacturing 
process of pencils 

大正

史料館No.49IラベルNo.1232

Hll 

地理140I鉛筆製造順序｜ 大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作所］／購
入（5円）

舟i事製作所が販売していた標本類のうち、 「新築カード式庶
物4栗本Jのひとつである。30x 45cm ほどの台紙に、鉛筆の芯4こ
なるセダー材から1本の鉛主任が出来上がるまでの一述の製造過

程が実物のサンプノレを伴って説明されているo本資料が販売さ

れていた当時の絡もともに残っており、その室長裏にはこの原本シ

リーズの広告が貼られている。それによると、本シリーズは全部で

40種類あり、鉛鋒以外にゴムや硝子、磁器、紙等、様荷なFl本

の産業品からなる。 また、台紙には紛が逸されていて「教室や廊

下に掲げて常に児意に観察せしむるに使である」と記されており、

教材としての目的t使用方法が明らかとなる。鉛筆は児mにとって
は身近な存夜でありながら、第一次・Ht界大戦後に日本からの輪

/Iii量が大怖に榊加した物品で、我図を支える産業のひとつとして
教材に選ばれたt考えられる。 （鎌!TI)
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195 

陶磁器製造順序標本 HI.I 

Sample models showing process of ceramic production 

大正

史料館No.103IラベルNo.1246
地理148I陶磁鶴製造傾序標本｜大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作
所］／隣入（25円）

陶磁総の製作過程、及び道具類等をミニュチュアにて製作し

た模m.である。内谷としては縦離や磁器焼成に必要な鞘型等か
ら、素焼き一絵付後の過程を実際の陶磁器にて製作したものや

秘薬の原材料、そして縮小版の黛といった陶総務製作における

． ー速の製作過程を~1\1;~出来る構成iこなっている。 鳥浄製作所の

カタログによれば、~に関しては「京都市五条坂Jにあるな窯の

中で・最も俄範的なものを採ったとのことで、 当時五（者IIにおける窯

業の様子を知る上で興味f栄い楳本である。 （平）

196 

七宝製造順序標本 HI.I 

Examples of the process of cloisonne manufacturing 

大正

史料館No.207IラベルNo.1128
地理44I七貰製作順序標本｜大正12年（1923)12月5白｜高低宮／御下賜

6Uの小査をもって、手r線七宝の：T
ら関J.ll大2曜災i立f変に下賜された。
下絵付から界線の柏え付け、稿II楽の盛付、数次にわたる焼成

と、有線七定による装飾が完成するまでを、順を追って確認山米

るようにつくられてL、る。 （小松）

岨L~;J
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197 

緑展茶標本 1点

Specimen of g1・ccntea leaves 

明治～大正

史料館N臥193IラベルNo.1234
地理142I槻茶 ｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／購入（9円）

箱いっぱいに焦げ茶色の茶葉が詰められ、ケースの表仁貼ら

れた島津製作所のラベルには「緑康茶H.脅かれている。葉lま大
きく茎も残ったままである。

茶葉｛ま多年生の常緑樹である茶樹の芽からつくられ、発酵度

合いにより、緑茶、紅茶、育・茶（烏簡茶）、白茶、背茶、烈茶に分

けられる。緑茶主は茶樹の新芽からつくられた非発酵茶で、茶葉

と茶湯の色から緑茶と呼ばれている。中国茶のうち最も銘柄の多

いのは緑茶である。
τr弘、や てんらa

名称にある展茶とは、広げられた茶葉、或いは磁茶とluJ義とと

れば、J免白石？意味する「限」によって粉砕される茶葉となる。すな
わち、 採捻の過程を経ていない、様々な種類の茶葉に加：じされる

可能性をもった茶葉である。

資料からは、強い後発酵茶である黒茶のプーアル茶のような匂

いがするが、 1j.:月を経て緑色の茶業が発静して茶色になったのだ

ろう。 （編永）

198 

紅展茶標本 1点

Specimen of tea made for export to Russia 

20世紀
史料館Nな199IラベルNo.1234
地理142I珊奈 ｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／附入（9円）

『原簿』には「時茶Jと記されている。「1噂Jは中国語で煉瓦を
指す漢字であり、茶葉が煉瓦：伏に悶められているこtに由来する

呼称であろうと推測される。本資料にはキリノレ文字で“XAHb

KOY Kl1TAb”（漢口・中国）と記載されており、ロシア向け

の輸出製品の標本であるt考えられる。また、「裕泰公司」の型

抑がある。俗務公司は1887年に北京で創業した製茶会社であ

る。当時、湖北省渓LI（現在の武漢市の一部）は中凶茶の一大

集散地として知られていた。詳細は不明ながら、裕泰公司は漢口

を拠点のひとつtして活動していたのであろう。箱には「＊＇・展茶j

t省かれた島it製作所のラベルが貼られている。 （長谷川）
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199 

樺太産板紙標本 Hll 

Specimen ofpaperboanls made in Sakhalin (Karafuto) 

大正

史料館No.314IラベルNo.1266
地理157I板紙 ｜大正13年（1924)10月20日｜王子製紙会社大治工期／
寄贈

板紙とは｝!i'：紙を指し、段ボーノレ之島：の包装用に刷いられる。製
紙業は、明治以｜俸のト14＇のm:~な産業のひとつで、 特に｛準大

の発展に大きく寄与しており、地現の好教材になったと考えられ

る。木資料の製造元である王子製紙の俗ぶ・大i白工場は大正3

年 （1914）の創業。樺太には、エゾマツ、カラマツ、トvマツ等の
パルプ原料に適した針策術林が存イ正しており、パルプの生来に

過したー｜：地として王子製紙が開発した。＊資料のラベノレには「）Jj(
材料蝦夷松」「原材利権松Jのどちらかが記されている。『原
簿jによると、主子製紙大i自工場からは板紙のほかに、重Im硫
酸：（j灰1夜、石灰岩の小塊、鍛爽松の断片、椴絵の断片等、パル

プ製造の原材料も一緒に寄贈されている。 （鎌川）

200 

木材棋本

Specimens of 45 kimls of lumber common to Japan 

明治～大正

史料館No.159

地理266I木材締本｜大正14年（1925)12月21日 ｜購入（17円）

Hll 

日本金問に生息する樹木のうちの税類を、ス0x 3.5×0.3cm 

の大きさの小紋に切り揃えた標本。現在は、ひとつの小箱に収め

られている。ヤマモジ‘ミやプナノキ、クリ、エゾマツ等がある。ひ

とつひとつの木材には、手II名、英語の小名、属名が印で捺されて

おり、こうした木材の機＋が数多く作製されたことが窺える。向

津製作所のカタログ『i也型仮史学州標本及模型目録J(1930年
発行）には、本資料と同じような、木材の断片を数十種類集めた

椋本がいくつか掲載されており、 l到産のゐ・m木材の線本が地Jill
の教材として普及していた桜子がうかがえる。 （鎌問）

，．ー－． 
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201 

宮崎製石鹸

Soap made in Miyazaki 

明治～大正

史料館No.225

1点

製造年代、製造会長U：もlこ不明。「佐改宮崎製JU、う文字
t、三角形（山形）の線のードに「工」という文字カそ入ってL、る。

近代日本における石鹸製造は、旋磯右衛門4こよるものが有名

である。堤の石l総事業は上悔や呑i径といった海外輪Illを展開す

る非常に規模の大きなものであった。徐今に、m:以外にも｜司業会
社が誕生し、石餓は明治巾期l二は円本の輸ll'o産業としても発展

した。本資料も、明治～大正頃にかけて製造されたものであるう。

202 

蛭石

Vermiculite 

年代不詳

史料館No.243

（長谷川）

少昼

雲母や緑泥石、滑石に類似した鉱物で、六角形、届椛迭を成

している。強iliの名称は熱すると婦の間に合まれた多量の水分が

膨張してIMJ隔を広け：蛭のように延長するζtに由来する。アメリ

カのモンタナ州や南アフリカが最大の産地で、日本では稿島県や

山梨v~で産出する。 なおn本ではー般的に黒雲母の風化したも

のを指すこtが多L、。断熱材や防音材tして建築仁用いられる。
また、i窃iFn¥.で焼成したものは多孔質で保水性が良いことから園芸

用土（土壊改良川・栽桜刷）として使用される。 （長谷川）

203 

地層構造模型 6点

Six models of geological formations 

昭和

史斜館No.82IラベルNo.1251
地理1s1I地局摘遥様型 ！大正13年（1924)9月3日｜ ［島津製作所］／購
入（23門）

直方体の木製~i同箱に、赤、賞、緑、自の絵共を治色、色分け

によって地質学上特徴的な地層を示した模型。 各様~には島i'!J:

製作所標本部のラベルが貼付され、 「地盤地溝J「fiHtJ等、各
地層の学術用認が記されてL、る。本資料と｜吋ーの棋型写真が、

烏津製作所のカタログ『初等教育博物学徳本目録J(1933年
発行）に~t｝載されているの この目録によれば、全 18積類の模塑が

あり、そのうち6種類の特殊な地層に足印がふられており、学＇g/
院が購入した6模劉はこれらに相当する。 （鎌Ill)
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204 

飛騨山脈地形模型 1点

Three-dimensional contour map ofl-lida Mountains (Northern 
Japanese Air吋，madeof plaster 

明治～昭和

史料館No.94

地理283I石膏製五万分一飛鹿山脈 ｜大正14年（1925)12月27日｜附
入(25円）

富山県・岐阜県・長野県・新潟県にまたがる山脈、いわゆる飛

騨山脈（北アルプス）を中心とする地形を、~；i自j線に従って起伏

を付けた立体筏型。海や河川、 iNJ等は？号、平野は緑、 Ill訴は茶

色と、段彩（グラデーション）が』！面されている。木資料l;J:石膏製で

木作にi氏められており、型どりして大量生産されたとみられる。地

名や山品名、河川名、路線名簿．には、 P.i'i紙が用いられている。

こうした立体の地形模担が地理の授業で使用されている様子

が明治末の双六に姉かれており、また島津製作所のカタログf地
m!.l!t史学用標本放棋製日録J(1930年発行）にも類似する地形
模塑写真があり、戦前の地理教行において金問に普及していたこ

とが知られる。 （鎌Ill)

205 

日本海々戦記念塔模型 1点

Model of the Battle of Tsushima monument 

昭和

史料館No.169IラベルNo.1494
歴史103I日本海々戦記念i苔模型 ｜昭和5年（1930)6月20日｜寄贈

朝鮮・鎖i毎に建設された日本海海戦記念塔の模型！である。上

昔日のj区霞剣部分は紛失している。

この記念塔は、 ll(j利4年5)-J27日の日本海海戦25周年を記

念し、 日銭戦争中に述合艦隊が収拠地としていた朝鮮・鋲海（兜

1J11lllJi）に建設された。

建設委員会総裁の池上四郎（帆鮮総督府政務総院）が問3~・

2Hに外務干？に送った書簡tこよれば、設分：の趣意は「往年の戦勝

を永遠に｜玉｜民精神作興の ー助」 とする、！：t、うものであった。委

員会には、東郷平八郎ぞはじめ当時の軍、政界のトップが名を述

ねた。

問委員会は、「寄附金は成るべく1r.1民全般より募集」するとい

う趣旨から、 田中義ー外務大I:(（首相主兼任）に対し；在外居留

邦人にも寄付を呼び掛けるよう依頼した。外務省では吉凶茂外

務次官が担当となり、世界各地617所の京外公角田iに述給した結

果、居im民会や手JI字新聞社等から多額の募金が集まった。格；は
鉄筋コンクリート製、戦艦三笠の司令塔を僕したデザインで、高

さ約33m、総工費7万円。なお、現在は取りj袋されて現存しなL、。

4:模型は関係者に配布されたものであろう。 （長谷川）

n I l：本を知lる ll I 



206 

地球儀 1台

Globe used for teaching the ea1th’s rotation and revolution 

大正～昭和

史料館No.305

戦前の地球儀。日本は「大円本；｛｛；図Jと記されており、凡例に
は「委任統治jを示す線が明記されている。本地球儀には円形

の台廃があり、その上には円盤状に十二ク月と二十四節気、四季

が区切られて記されてL、る。地球儀の垂線下には指針擦が取り

Hけられており、この指針を動かすと地球儀が凶転し、上況のIK

分に針を合わせることでその時期の太陽t地球の位置関係を把

握Ill＊・る仕組みになっている。台座部には「やltJ-i地文飢東京

教授用公l阪地球儀jt印刷されており、単なる地球儀ではなく
地球の自転、公転t麻の関係を示す教材であったことがわかる。

（鎌田）

207 

地球儀 1台

Globe used for teaching the earth’s rotation and revolution 

昭和

史料館No.A13

本地球儀の底面近くに奥付があり、監修者や発行年、発行所、

縮尺~の情報が明らかとなる。これによると、 :llH筆者は東京帝岡

大学教授の地理学者、辻村太郎（1890～1983）と東京文・理科大

学（現筑波大学）教授の地理学者、田中平年爾（1885～1975）で、

昭和11年（1936)10月27日に東京地入社から発売された。地入

社l主戦前期lに地図や地誌を発行していた出版社。

紛i尺は1900万分のlである。木地球儀は、 i会布された茶色か
ら青色のグラデーションにより水深を示し、また無線電信局の印

や航空路線、海流を記す等、現代の地球儀とは異なる要素も多

い。さらに、地軸と黄道に木製のリングカ苛Eり付けられている。地

軸には角度情報が示され、黄道には12星座名が記されており、

このふたつのリンク事の組み合わせから貧道路棟他がわかり、地球

の公転を教示出来る特徴をもっ。 （鎌田）
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ペスタロッチにより提唱された直観（実物）教授tは、具体的な

実物や、ものごとの現象を生徒に直接示したり、触れさせることによ

り、理解や体験を得られるような指導を行なう授業方法である。日

本にはアメリカ留学した東京師範学校校長高嶺秀夫によって伝え

研究され、「開発主義教授法Jとして教育界に普及した。各学校は

実物や標本を取り揃え、授業に資していた。

学習院では、歴史地理標本室に先んじて博物学標本室が出来

ており、数多くの標本類を収蔵していた。博物学標本室も関東大震

災で焼失するが、帝室陣物館天産部標本、 明倫中学校付属博物

館標本、樺太植物標本（久遡宮、高松宮下賜）等の寄贈ぞ受け再

構築された。現在も学習院高等科標本保管室には数千点にのぼる

博物学標本が収蔵されている。

学習院初等科にも数多くの標本が保管されており、そのいくつか

は平成24年度学習院大学史料館特別展「近代円本の学びの風景

ーー学校文化の源流J展にて展示公聞をした。

学習院大学理学部は長年、南l号館を教室・研究室として使用し

てきた。この建物は関東大震災で焼失した理科教室（博物学標本

室を合む）に代わるものとして、昭和2年（1927）に建築されたもので

歴史地理課教員一覧

明治21年（1888) 明治

ある。平成23年（2011）理学部がl¥i7号館へ移転する際に多くの理

科実験器具が南 l号館に遣された。 ~守に建物に備え付けられていた

ドラフトチャンノf一等は、科学史上特・筆すべきものである。南1号館

改修後もこれらの科学遺産は保存され、公開されることとなった。

今回、歴史地理標本室標本のうちそノ資料を図録掲載したが、

当時最も活用されていたであろう「掛図jや「写真J「絵薬害J等の

資料群については、調査途上である。その一部は学習院大学東洋

文化研究所HP上で公開しているが、全容を明らかにするまでには

至っていなL、。「近代アジ、アへの眼差しと教育一一学習院コレクショ

ンの総合的活用」プロジェク卜において引き続き調査とデジタル化

及び公開をすすめる。

明治末期から大正初期、各地の高等師範学校においては、直観

教授に基づいて「歴史標本室」が相次いで設立されていることが、

今回の調査において判明した。現在その標本群はEのようになって

いるのか。お茶の水女子大学、奈良女子大学、京都教育大学等と

一部と連携の兆しがみえてきているカえ今後の広がりが大いに期待

される。また、この図録を御覧下さった方からのさらなる御教示を

お願いする次第である。 （長佐古）

大正 昭和

市村I鈍次郎 21.121.. ・・-・・ － ~.1.:.!2 昭和2.f年（1946i
白鳥康吉 I 23.8 田ー司10.4

同町”.......町田町田町同町”“自司自一一一－－・・“一・・・－・－問一”－切トーω”・”・…ω””
大森金五郎 I 31.8・世・ (5.11～7.11休聡）8.6 

瀬川秀錐 I 32.9 4・・・F 噛ーー一一一ー __,53 
真崎餓 I 35,9..－.ーーー＝ 2.5 

堀竹総 I 41.3・－－－－ --’（7目6～休峨l9.6 
白石正邦 I C41.4～女学郎l4.1圃－ a圃 9.1

池内宏 I 3.6・・5.8
大谷勝莫 I 5.8• ＝＝＝ー『15.3
牧野純一 5.11・・7.9
池田俊彦 6.5 5.4 

遠穣金葵 I 7.4 『 8.3

長寿吉 I s.12.－ーー 14.2 

今井錫 I 9.7・Eヨ圃圃園田町圃圃園田司圃10.12

橋本鎗次郎 I 9.9圃圃圃・.(11.7～休聡l13.7 

板滞武雄 I 10.3「ー圃・・・ー 『・ーーー一『喧圃E・133 
石山乾二 I 14.8・・F ・（13.4～休脆l15.3 
晶玉”一一一r…一一一ー・0・一一…一一一一一一一…一一一一…一一一－－訂 二ぷ孟叩ι斗 ζ 一孟孟一一，－・－・・－一斗五五一
出石被彦 5.8 .. a・・・12.9

清水二郎 I 5.12－ーー－ ＝＝＝ーE j21.10 

村松繁樹 I 7.3・w 124.3 

児玉幸多 55.3 

＊本表は1日制学習院中・高等科歴史地I里線教員の在職期間をグラフで示したものである． 教師名は『学習院一覧』（学習院アーカイブズ所蔵）より挙げ、在聡期間は事：~Qt員カード （学智

院アーカイブズ所蔵）による。雇用の開始・退織の年月は倖グラフの始めと終わりに犯した。休職期間及び学習院女学都在職期間は［ ］で示した。（戸矢浩子作成）

γi附ハ一見ユ拘f;IJズ I 13 



法量一覧

膏号名称

Iアジアへの眼差し

穀m文玉壁
2 玉E車

3 方徳銀矩鏡

4 宜子孫銘方E事

5 牛車型明器

6 緑紬倉閉器

7 緑勅狗閉器

8 北E車道像銘石片

g 麿三彩馬偏

10 庖三影鎮墓獣偶

11 麿武人偏

12 唐男性筒

13 麿女性備

14 唐女性備

15 唐女性備

16 唐女性偏

17 間十三陵所用黄粕竜文軒平瓦片

18 清昭陵所用黄紬単竜文事干丸瓦

19 策紬竜文樽片

20 緑勅唐草文樽片

21 黄粉丸瓦片

22 h包細書1斗瓦

23 鉄鉱石

24 焼結鉱

25 還元熔銑m

26 繍JI腐露天掘採集石炭

27 中国貨幣斉法化鋳型片

28 段代環首刀4真型

29 対筆二十一ケ条条文飾り扇子

30 太王陵出土太王陵銘条樽

31 新総焼片耳付広口蓋

32 珠文縁重弁十六主主蓮華文章干丸瓦片

33 弘慶寺跡出土瓦片

34 朝鮮家屋模型

35 朝鮮農民風俗人形

36 朝鮮木靴ミニユチユア

37 竹筏機型

38 台湾産蛇木

39 台湾産苧麻

40 台湾問草製下猷表

41 台湾蘭限ヤミ族帽子

42 台湾問娯ヤミ飯土製人形

43 子里限－順風耳立像

44 土製蓋付登

114 百削ハー見ニ如:bズ

法量（cm)

外径16.3孔径4.3厚0.3

長（29固め 軍大幅6.0厚0.2

外径11.8厚0.9

縦32.5繍29.6厚5.8

（牛）奥行21.3幅8.3高11.5（車）奥行34.5編21.2高14.8

飼径15.5鍔径20.1孔径4.6高30.0

奥行4.2幅3.6高2.3

縦23.3t貧31.2厚5.1

奥行33.9幅13.6高32.8

奥J110.1幅14.5高29.2

①奥行9.0幅12.1高41.6②奥行8.5幅12.2高35.8

奥行5.3幅5.2高25.2

奥行6.0幅8.0高28.2

奥行5.0幅6.8ifi28.9 

奥行5.5幅7.9高33.6

奥行5.5縞8.7高34.1

縦（13.2）横（30.2）厚（3.0)

長39.1径16.9

縦12.2t黄（15.6）厚6.6

縦8.5検（6.8）厚3目。

縦（6.4）繊（6.8）厚1.4

縦18.0横22.5厚1.7

3899縦7.0横6.6厚3.4

145.0 g 

118.0 g綴6.8倹5.0厚3.2

278.0g縦8.6t黄9.7厚4.3

①（台紙小）縦18.9倹36.6（台紙大）縦28.9i黄36.6（銭貨小）外径1.1（銭貨大）外径2.6
② （箱）縦22.6i黄16.5高2.4（刀銭小）長4.6幅2.4（刀銭大）長18.1幅2.8厚0.3
③寸縦（9.7）償13.7厚3.8③ー2縦（10.2）徽（8.7）厚3.5

長18.0縞1.9厚0.4

縦33.3t.黄52.1

縦16.0横30.6厚2.4

口径9.4最大径12.0高10.6

長（13.3）径14.0

①縦（12.0）検（10.9）厚2.0②縦（10.9）倹（9.8）厚2.0

奥行5冶.1幅49.2高27.7

｛男）奥行8.3椙5.2高（15.6)（母子）奥行5.2幅5.6高（14.3)

長9.6幅3.1高4.4

（船体）長34.5幅13.6深7.9（帆柱）高35.0（帆）縦16.8機14.3（擢）長7.7幅1.6厚0.4

外径11.5内径8.2高21.0

長30.0

長28.5幅15.0厚0.1

径29.2高16.3

①奥行5.5幅9.3高13.1②奥行5目O縞7目O高11.3

①奥行4.4幅5.4高13.7②奥行4.5幅4.8高13.8

口径12.5底径14目O周径20.0高11.4（蓋）径10.5高4.0



醤場名』事

45 パラオ諸島アパイ機製

46 マーシャル諸島武器

47 マーシャル諸島帆船僕型

48 ミクロネシア狩猟・漁携具

49 ヤップ島石貨

50 ヤッブ島首飾り

51 員製品

52 南洋特産物線本

53 ココヤシ薬製飽

54 パラオ諸島木皿

55 ボーンペイ島腰蓑

56 力ンジキ

57 鑑皮靴

58 わらじ

59 線機

60 矢筒・矢

61 ベーフー

62 石造蓄薩坐像

63 石造宝冠如来立像

64 盾

65 ハンジャル

66 パークカヌー僕型

67 花廷

日日本を知る

68 束縛（奏任官用緋抱）

69 束手停（奏任官用線御）

70 衣冠単（奏任官用夏緋抱）

71 冠

72 挿頭

73 蜂

74 竹製汗除肌着

75 線糸見本

76 織維見本

77 繊維見本

78 麦樗真団組

79 麦わら帽子

80 麦稼製糸巻

81 襖5畏周芭蕉布

82 博多織袋物

83 灰紬流走駒文浅鉢相馬駒続

84 色総金彩縞に丸文蓋付徳利九谷焼

85 色絵金彩＠.恩文麓付碗九谷線

86 i垂磨置物九谷焼

87 鍛蓋仙人置物九谷焼

法患（cm)

長150.7縞78.0高95.6

①長199.0径3.0②長197.8径3.3③畏239.2径2.65④長200.5径2.2⑤長162.0径3.6

（帆船）長115.8縞76目6高131.2（海図）縦37.5l黄123.0

①長241.0径1.7②長243.5径1.6③畏159.0径3.0④～⑮畏99.3径0.9⑪長82.3径1.4

⑫～⑮長99.7径0.9＠；ゆ長80.0径0.7⑬長131.0径0.8⑮長121.5径0.9R長47.5径1.8

＠長90.5径2.0（箱）縦248.5償16.9高15.4

長径36.0短径29.5孔径4.0厚5.5

（箱）縦45.4l黄28.0高10.4

①長9.2縞3.0厚1.7②長10.8幅4.3厚3.2③長55.0貝径1.1

（栂子の実）忌大径20.2（シュロ製うちわ）面縦29.4面積30.04寺手長13.6（ニッパll@子）縦43.0織29.5
（綴の藁）縦42.0倹30.0（ゴムの木）枝畏29.5菜長16.3（マングローブの筏葉）長43.0

｛外箱）縦46.9綴32.4高21.8（内箱）縦45.3l黄30.4高4.4

①長径41.3短径25.8高15.2②長径41.5短径29.5高15.2③長径43.0短径30.0高15.5

①口径23.3高台後17.6高3.8②長径35.5短径19.9高台長径18.5高台短径12.8高5.2

文48.0胴回72.8領147.0

①長41.9幅23.1厚1.0②畏45.9幅21.8厚3.4

①長24.0縞12.0高18.2②長42.3幅20.5

長25.7幅11.3厚約2.0

長73.0（関口保持具）縦5.7l黄4.2高10.0（綜統）長37.5（筋）縦41.0l黄10.2厚0.8

①長62.0鱈14.0厚4.7②長〈辺.5）径0.8

長24.4幅5.4

奥行4.8備13.0高20目4

奥行10.5縞22.2高27.8

径26.0高13.2

全長29.0柄長9.2幅4.3厚0.5（輸）長20.2縞4.0厚1.4

（船体）：長58目O幅11.7深12.5（槍小）長22.7幅1.4I事0.3（権大）長25.0幅1.9厚0.3

長177.0幅76.0

（縫廠）桁110.5文165.0（下襲）術78.5文95.0（裾）1幅77.0文104.7（単）桁81.5文89.0

（表梅）幅88.5丈96.5（大口）傭83.0丈97.5（石帯本務・上手）幅5.0長70.0（勿）長39.0

（桧扇）長30.1（帖紙）縦13.0l黄24.6

（縫肢）桁110.5丈165.0（下限）桁78.5文95.0（徳）縞77.0丈104.7（単）桁81.5丈89.0

（表袴）鏑88.5文96.5（大口）縞83.0丈97.5（石締本待・上手）縞5.0長70.0（勿）長39.0

（桧扇）畏30.1（帖紙）縦13.0機24.6

（抱）lli111.0丈165.5（単）桁82.5丈92.5（指貫）幅42.0丈134.5（勿）畏39.5（桧扇）長30.3
（帖紙）縦10.7t黄26.5

（冠）長径19.0短径17.0高19.4（線）長49.0幅10.7

長23.3幅11.0厚5.3（箱）縦27.5機21.4高11.1

長27.0編10.7高17.0

着丈61.5桁25.0

（束小）長19.7縞2.6（東大）長21.3幅4.4（籍）縦29.4検64.0高4.4

（小）縦（24.5）検（27.6}（大）縦65.0機46.7

（小｝縦30.3横18.3（大）縦79.8t黄28.3

①（東）長50.0幅11.5②（東）長48.5幅10.5③（束）長49.1幅5.0

鍔径33.1高9.6

縦5.7倹5.7厚0.3

縦46.0l黄21.5

縦17.04黄21.9（箱）縦22.7機19.8高2.4

口径16.1高台径7.2高4.9

（器）口径2.5底径4.4網径7.5高14.2（重量）径3.0高2.6（箱）縦8.0機17.4高16.2

（器）口径6.9底径3.6高6.4（蓋）径7.7高2.0（箱）縦9.4i黄18.6高10.9

奥行9.7幅10.2高27.5

奥行5.5縞13.5高22.5
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番号名称 法量（cm)

88 色給山水文扇形皿初代徳岡八十吉九谷焼 口径28.1高台径15.5高5.1（箱）縦23.0l黄22.8高9.4

89 染付竹文土瓶美濃燦 （器）口径6.1底径6.4胴径12.3高7.9（重量）径7.1高3.2

90 鏡絵染付松被図鉢品野焼 口径15.5高台径6.8高6.1

91 染付侮花渦文碗瀬戸焼 口径15.3高台径6.1高7.4

92 染付雪月桜輸文水滴

93 色絵（紬下彩）栂樹文土瓶麓古焼

94 布袋置物伏見人形

95 黒楽茶碗

96 赤嫌茶碗

97 色絵（粕下彩）秋草文四方小鉢粟田焼

98 色総花舟草虫文手付水注粟田焼

99 青磁三足香炉三田焼

縦9.7l黄12.7高6.7

（器）口径5.8底径5.5胴径11.1高7.0（蓋）径5.2高2.3

奥行8.0幅15.0高19.5

口径10.5高台径4.4高7.5

口径13.6高台径4.7高6.6

口径9.6底径5.2高7.6

（器）口径7.9高台径7.0胴径17.5高22.0（塗）径8.0高5.7（箱）縦21.7l黄14.6高23.4

口径7.1底径3.5高5.7

100菊花流水文煎茶碗出石銃 口径6.6高台径3.9高6日O

101色絵（粕下彩）秋j毎業文蓋付碗淡路妓 （器）口径6.9高台径4.0高7.4（蓋）径7.0高2.6

102斑柏七宝透文集子鉢布志名銃 口径17.6高台径9.4高8.9（箱）縦21.4横21.7高12.0

103三島手暦文陶器土瓶楽山続 （器）口径7.0底径6.3鵬径高8.1（重量）径6.1高2.3弦長21.2

104煎茶器セット備前焼 ①（器）口径5.0底径5.2胴径13.57:i 6.6 （重量）口径4.4高1.6②口径9.4底径4.4高4.4
③口径7.3底径3.2高4.7

105糸目徳利備前焼 口径3.1底径5.1網径7.6高12.9

106侮花文酒器備前焼 口径4.4胴径7.9高20.5

107湯さまし萩焼 口径12.7高台径4.0高4.8

108 白磁波湧文丸皿~部織 口径16.0底径6.0高4.0

109能物置物 1導多人形 奥行5目6縞10.8高27.8

110染付牡丹唐草文複花血伊万里焼 口径24.7高台径13.9高4.0

111染付f書簡山水文皿平戸銃 口径15.7高台径7.8高2.6

112枝被i葉図小亦八代焼 口径7.5高台径3.5高4.5

113小係天草銃 口径7.4高台径3.1高4.25

114二彩謹物 （器）口径13.0底径5.4胴径14.0高6.3（蓋）口径12.1高台径4.8高3.2

115色総奮猿文双耳皿東洋陶器株式会社製 口径22.8高台径14.2胴径24.4高3.6

116三彩宝船置物 （船体）長21.3幅10.2深8.8（珊瑚）奥行2.7幅20.6高14.5（箱）縦25.5償22.4高13.0

117紗緩形唐草変塗硯箱 縦25.8機20.6高5.1

118変塗箸箱 縦26.3l黄3.4筒2.4

119 山水人物唯朱箱 縦15.3機10.3高3.4（箱）縦18.0績12.7高4β

120透漆塗方盆 縦22.9l黄23.3寓1.9

121 菊桐文漆絵彼 （器）口径12.5高台径6.6高5.2（麓）口径11.3高台径4.2高3.5

122績菊跨絵続 （器）口径12.4高台径4.8高5.4（蓋）口径11.5高台径4.0高3.4

123黒漆塗方盆 縦21.5l黄21.5高3.5

124三保松原図漆絵長方盆 縦21.3t黄33.1高1.9

125侮鰭蒔絵長方盆 縦26.8横16.9高2.0

126山水屡舎素彫硯箱 縦24.1繊19.7高4.2

127黒漆塗杓子 長24.5幅5.8厚1.2

128透漆塗袴 口径7.9底径8.2高3.8

129朱漆塗箱 縦16.4t黄11.3高2.6

130扇面蒔絵長方盆象彦 縦22.9l黄16.3高1.7（箱）縦26.6機17.7高2.2

131 箔地侮樹蒔絵籍 縦12.1横9.4高5目3（箱）縦13目1横10.3高6.0

132雪月花蕊絵煙車入 （煙車入）縦9.8横12.1高5.1（盆）縦10.9t黄18.9高2.7

133菊竹金銀絵方盆 縦23.3横23.3高2.7

134花蝶漆給箔給長方盆 縦25.7機34.8高3.2

135竹編流水沢潔漆絵箔給方盆 縦27.5t黄26.8高2.5

136透漆塗煙草入 （煙草入）縦14.8機11.3高4.8（盆）縦19.4機15.1高1.7

137桜花准銭箱 縦16.7t黄11.8高3.5

138水仙鳥箔絵蒔絵菓子器 （告書）口径17.2高台径11.1高5目4（重量）口径17.2高台径2.2高4.5
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醤毎名祢

139蘭娘細花入

140富士帆凶舟図蒔給硯箱

141 中国故事録銅乱箱

142 ~里形盆浬木製

143木彫彩色越後人形

144木彫彩色高砂人形

145木彫腐置物

146木彫笠山人形

147松樹鯉蒔絵花入竹製

148綴編手付箆

149箸傷枝・菓子切珊I銅製

150竹編瓢銃製花入

151 風鎮馬蹄石製

152カフリンクス育璃猶製

153屋形船模型電申製

154櫛脳甲車4

155湧鶴図鉄瓶南部

156菊図象厳重銅製

157蚤飾文象限双耳葱製花入銅製

158花芥草花文茶入錫製

159刀銘信濃守篠原弘包

160刀銘長盛

161 スナイドル銃

162スぺンサー銃

163烏造銃砲

164火縄銃

165西商戦争使用銃弾

166紺紙金泥大般若経断簡

167紺紙銀泥華厳経断簡（二月堂線経）

168東山道銭撫総省達（高札）

169『校刻日本外史』板木

170『山陽先生金剛山懐古詩帖HIR木

171 E月治教科書板木

172伝応神陵古演出土水鳥摘給

173子持ち台付費形須恵滋

174 砧中学校7号演出土遺物

175多賀線跡出土手指き室組文章干平瓦片

176不破関跡出土平瓦片

177智識寺跡出土丸瓦片

178八王子付近出土平瓦片

179 宝I奇形j尼搭

180法善彦経第六巻瓦経片

181 東福寺銘軒丸瓦片

182京都方広寺出土軒丸瓦片

183名古屋七ツ寺所用鬼瓦片

184仁和寺銘軒丸瓦片

法皇（cm)

長66.0摩7.2

縦18.9j黄10.4高3.4

縦23.0機30.3高5.1

縦21.5償25.6高1.7

（男）奥行8.0幅6.8高10.7（荷）奥行5.4幅7.6高4.6（台）縦7.3j黄15.1高1.0

（箱）縦20.5機12.5高6.2

（翁）奥行6.7編8.0高12.5（姥）奥行6.7縞7.7高12.2（熊手）長9.7最大幅2.0厚0.2

（箱）縦9.3織19.7高15.3

奥行5.4縞12.9高14.2

径5.4高14.5

径16.5高68.6

口径35.2底径26.0高10.2弦畏85.7

（箸小）長19.2径0.6（箸大）長23.8径1.2（傷桜）畏6.2径0.3（菓子切）長10.5径0.3

（箱）縦30.2j黄34.7高5.0

（能）口径13.8底径15.7胴峰26.0高30.7（落とし）径10.6高27.1

（玉）縦4.2j黄3.3厚2.5（緒）文11.9（箱）縦22.3i黄10.8高5.1

縦2.8j黄2.1厚0.3（箱）縦7.2j黄10.0高3.4

（船体）長18.7縞5.0深3.7（屋形）奥行5.1幅4.1高2.5（箱）縦19.8様7.1高6.7

縦13目O撮大幅8目8厚0.3（箱）縦18.1l黄11.8高3.8

（器）口径13.2高台径8.2飼径19.5高26.8（釜）径13目5高4.1弦長38.0

（器）口径3.5底径4.8胴径7.6高18.0（箱）縦8.9機9.0高21.8

口径11.5底径9.2網径20.5鍔径30.1高26.3

（器）口径3.8底径4.8崩径7.8高9.7（童書）径4.4高2.1

締総長102.8刃長74.5

締総長103.6刃長73.4

長103.0銃身長54.6口径1.4

長94.0銃身長46.5口径1.3

長94.0銃身長55.5蓋径2.0

長83.3銃身長66.0口径0.7

｛銃弾i1J、）底径（1.5）高（2.0)（銃弾大）底径2.2高4.2（奈美小）底縫（1.8）高（0.8)（薬英大）I漠径2.0高5.5

（砲弾）縦（6.0）検（5.0）厚（1.5)（箱）縦10.2j黄10.2高4.3

縦2沼.04黄57.0

縦23.2j崎31.0

①縦31.2j黄62.1厚1.8②鋭32.3機67.2厚1.8

①縦20.3検41.3厚3.8（反り止めを除く本体）縦18.5l黄36.2厚1.7
＠縦20.3倹41.0厚3.8（反り止めを除く本体）縦17.6j員36.2厚2.0

①～⑤縦27.0t黄53.0厚1.2（反り止めはない）

①縦20.0検30.4厚1.7（反り止めはない）②縦20.0機30.4厚2目4（反り止めはない）

③縦15.9倹47.6厚3.3（反り止めを除く本体）縦13.7i黄43.2＠）縦19.9検28.4厚3.0（反り止めはない）
＠縦16.5検24.9厚1.5（反り止めはない）⑥縦18.8機28.2厚2.0（反り止めはない）

奥行29.1幅22目5鍔径22.8高42.8

口径4.5底径8.3飼径8.5高15.4

（鉄刀小）長（31.2）刃幅（3.0) （鉄刀大）：畏73.6刃長59.6刃元幅3.0（鉄剣小）長（7.1)

（鉄剣大）長36.2刃長26.0刃幅関郡2.7（鉄鍛小）長（4.2)（鉄割強大）長10.0鍬身幅2.8

縦（12.0）繍（18.0）厚5β

縦（12.3）横（11.0）厚2.1 （箱）縦13.4l員15.0高5.7

縦（12.6)j黄（10.2）摩3.0

縦（15.0）検（15.5)I蒙2.0

①底径4.0高7.5②底径4.0高7.2③底径3.6高（5.9）④底径3.8高（4.3)

縦（12.1）繍（23.0）厚1.8

①桝径18.3厚3.5②外径16.0厚3.4③外径15.9厚3.2＠）外径18.7厚3.2⑤外径17.4厚3.4

①縦（12.6）横（10.8）厚5.0②外径25.5I事3.3③外径22.0厚3.3

奥行（9.1）厚（2.9）高（24.5)

外径13.8厚1.7
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醤号名絡

185東大寺大仏殿銘軒平瓦・軒丸瓦片

186唐招提律寺銘軒平瓦片

187長崎税関銘軒桟瓦

188工郡大学校所用ジエラーJレ；羊瓦

189工部大学校所用植総銘i羊瓦

190古銭模型標本

191古代土器複製標本

192考古資料標本（土・陶製遺物）

193石敵製造順序標本

194鉛筆製造順序標本

195陶磁器製造順序標本

196七宝製造順序徳本

197線康茶標本

198紅展予定標本

199様太産板紙標本

200木材棟本

201宮崎製石鹸

202蛭石

203地層情造模型

204飛勝山脈地形僕型

205日本海々戦記念洛模型

206地球儀

207地球儀

法皇Ccml

①縦10.5機（30.0）厚9.9②外径27.5厚2.2

縦12.2機27.0厚1.8

縦29.2機21.4厚2.3

縦28.4機21.4高2.8

縦31.7~黄31.0 ili3.1 

①径20.5厚0.4＠径17.9厚0.4⑤径16.9厚0.4⑥径10.8厚0.3高0.9⑦径10.6厚0.2高0.8

＠径9.5厚0.2高0.8⑨鋭径19.5柄長11.5厚0.4⑩径11.7厚0.3高1.2（箱）縦34.8償48高12.5

①口径12.5底径6.7器高22.2②口径12.8底径7.6銭高19.5③口径13.8底径6.8器高20.3

＠口径12.9胸部径7.2器高16.9⑤杯部径19.2胸部径10.0銭高20.2

＠口径（推定）10.4底径6.0器高21.8⑦口径25.5底筏6.4器高29.3
⑥口径12.8胴部短大径18.2器高10.6R口径22.4底径4.8器高25.1⑪口径21.8底径7.2器高5.6

⑪口径19.7底径10.4器高14.0⑫口径7.3胸部最大径13.7底径7.4器高13.6

①明径5.4高18.5②口径20.8底径5.4器高24.3③全長37.0露大幅13.6高20.0

（狐）口径2.4底径2β 高9.2（石鹸小）縦5.2t黄4.0ii!i3.1 （石鹸大）縦6.1横4.8高3.4
（箱）縦34.5検50.3高3.8

（台紙）縦44.8l黄30.0（鉛筆）長17.7径0.8（箱）縦46.8検31.4高3.8

（窯）奥行41.0縞21.1高16.5（粕薬瓶）口径4.0底径4.0鯛径4.2高8.2（器小）口径5.9高台径2.9高3.1

（器大）口径6.5高台径2.9高3.5（箱）縦34.0横45.0高24.2

（器）口径2.3底径2.8飼径4.7高8.9（箱）縦24.3横22.0高7.9

絞32.8検14.8厚3.0（箱）縦34.0検16.3高4.8

縦23.3横18.6厚1.9（箱）縦24.8~黄 20.7 高3.2

縦24.0l黄30.6

縦3.5t黄7.0（箱）縦14.7t黄8.0高3.3

縦15.0績15.0厚3.3

2.0g l呈0.2

縦19.7l黄25.6高9.0

縦67.5機35.0高18.5

奥行10.6幅14.2高（13.5)

球径40.0高55.0

球径85.0高127.0

fl出理歴史機本J（『大礼奉献学習院写輿』学習院、1915年発行）
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